
ここがききたい！ 一般質問

7

問　

市
で
は
、
職
員
数
の
削

減
や
市
債
残
高
の
減
少
な
ど

に
取
り
組
み
、
各
部
門
で
予

算
を
削
減
し
、
改
革
を
進
め

て
き
た
が
、
そ
れ
を
い
か
に

生
か
す
か
が
重
要
で
あ
る
。

　

市
の
未
来
が
よ
り
良
く
な

る
よ
う
、
公
共
交
通
網
の
整

備
、
企
業
誘
致
、
ブ
ラ
ン
ド

力
の
向
上
な
ど
に
投
資
す
る

こ
と
で
、
人
口
減
少
を
食
い

止
め
る
と
と
も
に
、
子
ど
も

の
教
育
を
積
極
的
に
行
う
こ

と
で
、
未
来
の
本
市
経
済
を

支
え
て
い
く
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
が
、
市
の
持
続
的
発

展
の
循
環
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答　

人
口
減
少
社
会
の
中
で

も
持
続
的
に
発
展
す
る
た
め

に
は
、
将
来
を
見
通
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　

こ
の
た
め
、
ま
ち
づ
く
り

の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
原
動
力

に
な
る
人
づ
く
り
に
重
点

的
・
継
続
的
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
雇
用
を
創
出
し
所
得

を
生
み
出
す
こ
と
で
消
費
が

拡
大
し
、
新
た
な
生
産
に
つ

な
が
る
地
域
経
済
の
好
循
環

の
た
め
の
取
り
組
み
や
、
人

や
経
済
の
活
動
を
支
え
る
骨

格
の
強
い
都
市
基
盤
の
構
築

な
ど
、
未
来
都
市
う
つ
の
み

や
を
実
現
す
る
た
め
の
取
り

組
み
に
優
先
化
・
重
点
化
を

図
り
、
今
を
生
き
る
市
民
と

将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
未
来
へ

つ
な
が
る
投
資

を
行
っ
て
い
く
。

効
果
的
な
投
資
で

発
展
す
る
未
来
へ 篠﨑 圭一

（自民党）

問　

文
部
科
学
省
が
29
年
２

月
に
公
表
し
た
次
期
学
習
指

導
要
領
の
改
訂
案
に
お
い

て
、
小
中
学
校
の
社
会
で
、

竹
島
と
尖
閣
諸
島
が
、
固
有

の
領
土
と
し
て
明
記
さ
れ
た
。

　

今
ま
で
学
校
教
育
で
は
、

竹
島
や
尖
閣
諸
島
、
北
方
領

土
な
ど
、
領
土
領
海
に
つ
い

て
の
教
育
が
不
十
分
だ
っ
た

と
思
う
。

　

今
後
の
、
国
土
へ
の
意
識

向
上
の
た
め
の
教
育
に
つ
い

て
聞
く
。

答　

26
年
の
国
の
通
知
に
よ

り
、
中
学
校
で
は
、
北
方
領

土
に
加
え
、
竹
島
と
尖
閣
諸

島
が
我
が
国
固
有
の
領
土
で

あ
る
こ
と
を
取
り
扱
う
よ
う

に
な
り
、
こ
の
通
知
に
基
づ

き
、
授
業
が
行
わ
れ
て
い

る
。

　

現
在
、
改
訂
が
進
め
ら
れ

て
い
る
学
習
指
導
要
領
に
お

い
て
は
、
小
学
校
で
、
北
方

領
土
、
竹
島
、
尖
閣
諸
島
が

我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る

こ
と
、
中
学
校
で
は
、
そ
れ

に
加
え
て
島
々
の
歴
史
的
経

緯
、
尖
閣
諸
島
に
つ
い
て
は

領
土
問
題
が
存
在
し
な
い
こ

と
、
北
方
領
土
や
竹
島
に
つ

い
て
は
、
我
が
国
が
平
和
的

な
手
段
に
よ
る
解
決
に
向
け

て
努
力
し
て
い
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
学
習
す
る
よ
う
求

め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
、
児
童
生
徒
が
広
く

深
く
理
解
で
き
る
よ
う
指
導

す
る
こ
と
に
な
る
。

金子 武蔵
（自民クラブ）

問　

近
い
将
来
、
首
都
直
下

型
地
震
な
ど
、
大
規
模
地
震

の
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

　

消
防
は
、
市
民
の
生
命
、

身
体
、
財
産
を
守
る
最
前
線

と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
事
態
を

想
定
し
、
業
務
を
継
続
す
る

た
め
、
準
備
を
し
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

災
害
時
に
お
い
て
、
い
ち

早
く
対
応
す
る
た
め
に
は
、

市
民
か
ら
の
１
１
９
番
通
報

を
確
実
に
受
け
付
け
る
体
制

の
確
保
が
重
要
と
な
る
が
、

そ
の
取
り
組
み
は
。

答　

28
年
４
月
に
導
入
し
た

消
防
緊
急
通
信
指
令
シ
ス
テ

ム
は
、
庁
舎
の
耐
震
化
や
予

備
電
源
の
確
保
に
加
え
、

１
１
９
番
通
報
の
受
け
付
け

な
ど
重
要
な
部
分
は
、
常

時
、
予
備
の
シ
ス
テ
ム
を
稼

働
さ
せ
て
お
り
、
障
害
発
生

時
に
は
瞬
時
に
切
り
替
え
る

な
ど
高
い
信
頼
性
を
備
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
万
一
、
地
震
被
害

な
ど
で
、
シ
ス
テ
ム
が
損
壊

し
た
場
合
や
、
電
話
回
線
に

障
害
が
発
生
し
通
信
指
令
室

で
１
１
９
番
通
報
の
受
け
付

け
が
で
き
な
く
な
っ
た
場
合

に
備
え
、
市
内
３
か
所
の
消

防
署
を
代
替
拠
点
と
し
、
通

報
の
受
け
付
け
を
維
持
す
る

計
画
を
策
定
し
、
訓
練
を
行

う
な
ど
万
全
の
体
制
を
確
保

し
て
い
る
。

金子 和義
（自民党）

災
害
時
の
消
防

万
全
の
備
え
を

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢（
28
年
度
中
期

財
政
計
画
と
29
年
度
当
初
予
算

案
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
と
立
地
適
正
化
計
画
な

ど
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
、
新
地
方
公
会

計
制
度
、
官
民
デ
ー
タ
活
用
の
推

進
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た

英
語
教
育
）②
今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
施

設
の
あ
り
方
③
上
下
水
道
事
業

竹
島
、
尖
閣
諸
島　

な
ど
の
教
育
充
実
を

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
子
ど
も
の
家
等
事
業
②
北
西
部

地
域（
体
育
施
設
に
よ
る
地
域
活
性

化
、
静
桜
）③
観
光
地
大
谷
④
東
南

ア
ジ
ア
の
観
光
客
誘
致
⑤
消
防
団

員
の
確
保
⑥
自
衛
隊
へ
の
理
解
促

進
⑦
人
工
知
能
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
と

対
応（
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
、
ア
ダ
プ
テ

ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
）

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
空
き
家
対
策
②
福
祉
行
政（
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
、
骨
髄
移

植
ド
ナ
ー
へ
の
支
援
）③
Ｊ
Ｒ
雀

宮
駅
周
辺
の
整
備
④
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に
お
け

る
市
街
化
調
整
区
域
内
の
集
落
の

考
え
方
⑤
文
化
行
政（
宇
都
宮
城

の
復
元
ほ
か
）⑥
主
体
的
に
考
え

る
力
を
持
っ
た
人
材
の
育
成

▲通信指令室


